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信頼性向上プロジェクト

開催日時：2022年10月24日（月）13:00 ～ 14:30

開催場所：WEB会議

参 加 者：36社 （140名）

開会挨拶：日本ジェネリック製薬協会 副会長 澤井 光郎 氏

演　　題：独禁法の観点から見たコンプライアンス

講　　師：酒匂 景範 氏

　　　　　（大江橋法律事務所 パートナー弁護士・ニューヨーク州弁護士）

閉会挨拶：日本ジェネリック製薬協会 会長 高田 浩樹 氏

概 要：

　GE薬協では、ジェネリック医薬品に対する信頼回復に向けて、品質確保・安定確保への取組みと

ともに、会員各社のコンプライアンス・ガバナンス体制の強化に継続して取り組んでおります。今回

その一環として特に経営層をターゲットとしたコンプライアンス研修会を実施いたしました。研修

会では、会員会社36社より代表者、経営幹部、コンプライアンス担当役員を含む140名の皆様にご参

加いただきました。

　冒頭、澤井副会長からは、業界としては一層倫理観を持って事業を行っていく必要がある中、信頼

を根幹から揺るがす不祥事が多数起きていることから、経営層がコンプライアンス経営を念頭に置

いてこれを徹底することを強調される発言がありました。

　開会挨拶に続き、大江橋法律事務所の酒匂景範先生に「独禁法の観点から見たコンプライアンス」

と題してご講演をいただきました。

 　講演では、独占禁止法違反に係る医薬品業界の最近の事例紹介に始まり独占禁止法の概略につい

てわかりやすく解説いただきました。引き続き、コンプライアンス強化の進め方としてリスクベース

での評価を基に進めることを紹介いただき、コンプライアンス強化の具体的な取り組みについても

よくある課題など事例を引用しつつ丁寧に解説いただきました。その後、質疑応答が行われました。

　最後に、高田会長からは法令遵守体制の強化に経営トップ自らが先頭に立って推進いただくよう

お願いがあり、研修会は終了いたしました。

　今回の研修会では、業界において独占禁止法に関連して遵守し押さえるべき点を含めコンプライ

アンス全般にわたり幅広く改めて再確認することができました。

　協会としましてはコンプライアンス・ガバナンス・リスクマネジメントに関わる取り組みを今後

も一層充実させ継続的に実施し、会員各社での運用の徹底を行ってまいります。

経営層向けコンプライアンス研修会
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